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　巡視船 「そ うや」 による船体氷荷重分布の 計測

松沢孝俊 、 下 田春人 、 若生大輔、瀧本忠教、泉山耕

　　　　　　　　　平成21年 11月

　　　 平成21年 日本船舶海洋 工 学会秋季講 演会

　当所 では数 年に わた っ て 砕 氷型 巡視船で 氷 中船体構 造応

答を 計測 して い る。本稿で は オ ホ
ー

ツ ク 海南部に お け る氷

荷 重 の 特微 及び ピークにっ い て 統計 的解析 を行 い 、代 表 的

な氷海用構造規則FSICR の 基準と比較 し た。

　計測で はFSICR にお け るIA　Superの 設計氷荷重 を上 回 ら

なか っ た が、氷 荷重の 観察では船首部よ り後方で も前方 と

同等 レ ベ ル の 荷 重を受 けて い た こ とが分 か っ た。ま た極値

解析 に よっ て 最大氷荷重 の 発 現 レベ ル を推定 し、オ ホ
ー

ツ

ク海南部海域で は、FSICR の IA以上 の 設計氷荷重 を適 用す

れ ば比 較的安全で ある と推定 した。
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　 図　 ピーク 氷荷重 レベ ル の 長期予測

　　　　　　 電装実態調査報告

岩 田知明、松岡
一

祥、村上睦尚、穴井陽祐、
　　　　　　林原仁志、平方勝

　　　　　　　 平成21年9月
　　　 第196回 日本船拍電装協会理 事会

　舶用電気艤装設 計 ・工 作の 現 状 と課題 を把握 し、技能 伝

承 ・工 数削減要因 を抽出す るため、中強手造 船所の 電 気工 作

部門、舶用電気機器製造メ
ー

カ
ー、舶用電気艤装工 事事業者

を中心 に 12社 に対 して、ア ン ケートを用 い た ヒ ア リン グ によ

り実態調査 を行 っ た。そ の 結果電気 艤装工数削減に 関し特に

重要 と考え られ る事項 は下記 の 通 りで あ る。

  現行は 耐火に関連するル
ー

ル 上、接続箱又は 工 数の か か

る特殊な シール を用 い る必要 が あ り、ワン タ ッ チで難 燃性 に

優れた ジ ョ イ ン ト方 法が必 要とされ て い る。
  配管金物 と電 路金物 の

一
体化 に関 して は、設計段 階か ら

工 事 工程 も考慮 して 体 化すれ ば 重量 も軽減で きる こ とか

ら、工 数削減の 可能 1生は十 分あ る。

  工 作現場だ けで な く設計も含め て 電気艤装の わ か る担

当者が 工 程 管理 ・調 整す る こ とが 要望 され て い る。

  　工 程管理 、作業ス キ ル の 高い 棒芯 の 育成、設計 ミス の 軽

減 が 「二期短縮に重要。

  　ケ
ープル を翻 rlしやすい タグ。

  　ウィ ン チ能力 の 向 比 特 に上 下方 向の 配 線にも利 用可能

な軽量 ウィ ンチ があ る とよ い。

（322）

弾性応答の 再現試験による疲労強度評価

　　　岡正義 岡修二 ，小川剛孝

　　　　　　平成21年 11A

　 日本船 舶海洋 工 学会講演会論 文集第9E号

　近年の 船の 大型化に伴い ，船体曲げ振動 に よる変動応力 が疲

甥 鍍 に及ぼす影響を解明する こ とが重要課 題 となっ て い る．

　本論 で は，弾 性模型 を使用 した不規則波 中で の荷重計測試験

の デ
ー

タを基に，疲労強度評価を行 う手法を提案し，海象状況

や船速及び 出会波向きの操船をパ ラメータ として，船体弾性振

動が疲労弓鍍 に及 ぼす影響につ い て定量評価を行っ た．その結

果 荷重 計潰儲 験 に よっ て，縦 曲げ振動 の 疲労 へ の 影響 を精 度

よく評価で きるこ とを示 し，特 に船速の 影響 が大 きい こ とを明

らか に した．
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L
タに基づ く甲板の 疲労解析の 例

海洋資源 （鉱物 ・エ ネル ギ
ー ・食料）開発 の ための 外

　　　　洋上プラッ トフ ォ
ーム の コ ンセ プ ト

　宇都正太郎、石 田茂資、正信聡太郎 、 國分健太郎

　　　　　　　　　 平成21年11月
　 　 　 　 口本船舶海洋 工 学会言識寅会論文集 第9E号

　海上技術安全研 究折では国土交 通省 か らの 受託研究 「外洋

上 プ ラ ッ トフ ォ
ーム の研究開発」 を実施 して い る．本研究で

は我 が 国 の 排他 的経済 水域 内 にお け る海 洋資源 （鉱 物 ・エ ネ

ル ギー・
食料）開発 に 資する こ とを 目的 と し，様々 な利活 用

分野 につ い て ニ
ーズ，経済性，技術課題 等の 整理 を行い ，優

先度 の 高 い 分野 につ い て，プラ ッ トフ ォ
ーム の 基本計画 の 策

定を進 め てい る．本報告で は海底熱水鉱床開発 メ タ ンハ イ

ドレ ートの 試探掘，大規模洋 上風力発電 及び食料 ・海 洋エ ネ

ル ギー
複合利活用を対象 と した外洋上 プ ラ ッ トフ ォ

ー
ム の

コ ン セ プ トにつ い て報 告す る．

図　食料 ・海洋エ ネル ギー複合利活用プ ラッ トフ 1・一ム イメ
ージ
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